
Ｓ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
｜
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｓ

Ｇ
Ｌ
更
生
材
で

Ⅱ
類
登
録
に
向
け
性
能
確
認

下水協

外観・寸法確認（ＳＧＩＣＰ－Ｇ更生材）

水密性試験（ＩＮＳ更生材）


技
術
を
審
議
開
始

第
１
回
審
査

証

明

委

新
規
は

技
術

下水道機構

本
社
移
転
を
計
画

安
藤
ハ
ザ
マ

大
型
Ｃ
Ｓ
Ｂ
取
付

管
の
検
討
に
着
手

全
国
Ｃ
Ｓ
Ｂ
工
業
会

第

回
定
時
総
会

診
断
士
・
工
法
の

普
及
啓
発
に
注
力

全
国
パ
ラ
ボ
ラ
工
法
協

令
和
２
年
度
通
常
総
会

テレネット　ハザードトーク

災害時・地下でも安心
多機能業務用無線機

新
支
部
長
に
岩
崎
氏

普
及
活
動
に
注
力
へ

パ
ル
テ
ム
技
術
協

関
西
支
部
総
会

岩﨑新支部長

新
設
・
耐
震
技
術

デ
モ
カ

で
Ｐ
Ｒ

ス
レ
ン
ダ
ホ

ル

工
業
会
第

回
総
会

萩
市
雨
水

ポ
ン
プ
場

フ
ラ

ド
バ
ス
タ

導
入

ゲ

ト
・
定
置
形
を
組
み
合
わ
せ

萩
市
堀
内
雨
水
ポ
ン
プ
場

フ
ラ

ド
バ
ス
タ
︵
定
置
形
︶

ゲート形とポンプ井定置形のハイブリット
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日
本
下
水
道
協
会
は
７
月



日
に
第

回
下
水
道
用
資
器
材
性
能
確
認
等
審
査

委
員
会
を
開
催
し

民
間
企
業
２
社
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
依
頼
の
あ

た
現
場
硬
化
型
工
法

用
管
更
生
材
に
つ
い
て

Ⅱ
類
資
器
材
登
録
に
向
け
申
請
会
社
の
各
工
場
で
性
能
確
認

審
査
を
実
施
し
た

対
象
資
器
材
は

﹁
Ｓ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｇ
工
法
用
管
更
生
材
︵
依
頼

者

湘
南
合
成
樹
脂
製
作
所
︶﹂
と
﹁
イ
ン
シ
チ

フ


ム
工
法
用
管
更
生
材
︵
同


日
鉄
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
＆
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
︶﹂
の
２
資
器
材

Ⅱ
類
資
器
材
登
録

は

早
け
れ
ば
今
秋
の
見
通
し


　
萩
市
で
は
雨
水
ポ
ン
プ
場
整
備
に
当
た
り

県
内
で
初
め
て
全
速
全

水
位
型
横
軸
水
中
ポ
ン
プ︵
製
品
名

フ
ラ

ド
バ
ス
タ

︶を
導
入


今
年
５
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い
る

時
間
雨
量


ク
ラ
ス
の
排

水
量
を
確
保
し
つ
つ
建
設
用
地
確
保
と
い
う
双
方
の
制
約
を
ク
リ
ア
す

べ
く

定
置
形
と
ポ
ン
プ
ゲ

ト
形
を
組
み
合
わ
せ
た
整
備
方
式
を
採

用
す
る
な
ど

注
目
を
集
め
て
い
る


　
◇
豪
雨
被
害
を

　
　
受
け
施
設
整

　
　
備
を
本
格
着

　
　
手

　
萩
市
の
中
心
市

街
地
は

２
級
河

川
阿
武
川
の
支
流

で
あ
る
橋
本
川
と

松
本
川
の
２
本
の

河
川
に
囲
ま
れ
た

三
角
州
に
形
成
さ

れ
て
お
り

そ
の

地
理
的
条
件
に
よ
り
過
去
幾
度
も
浸

水
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た

昭
和


年
に
阿
武
川
上
流
部
に
ダ
ム
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
で
浸
水
被
害
は
一
旦

減
少
傾
向
と
な

た
も
の
の

ダ
ム

放
流
と
満
潮
時
間
が
重
な
る
と
放
流

先
の
河
川
水
位
が
上
昇
し
自
然
排
水

が
困
難
と
な
る
た
め

強
制
排
水
が

必
要
と
な
る
な
ど
の
課
題
が
あ


た


　
平
成

年
７
月
に
時
間
降
雨
量




同
年
８
月
に
は
時
間
雨
量



の
大
雨
が
降
り
浸
水
被
害
が
発
生
し

た
こ
と
を
受
け

雨
水
排
水
路
・
ポ

ン
プ
場
整
備
の
機
運
が
高
ま
り

平

成

年
３
月
に
雨
水
対
策
整
備
計
画

を
策
定

計
画
降
雨
を
時
間
雨
量



に
定
め

施
設
整
備
を
進
め
て
き

た

平
成

年
に
は
要
の
施
設
と
し

て

同
市
堀
内
地
内
で
雨
水
ポ
ン
プ

場
の
建
設
が
着
手
さ
れ
た


　
◇
堀
内
雨
水
ポ
ン
プ
場
整
備

　
　
で
二
つ
の
方
式
採
用

　
堀
内
雨
水
ポ
ン
プ
場
は

三
角
州

の
総
面
積
５
１
１
・
２

の
約
２
割

を
排
水
区
域
と
す
る

こ
の
区
域
は

県
・
市
の
公
共
施
設
や
世
界
遺
産
指

定
施
設
が
所
在
す
る
最
重
要
エ
リ
ア

だ


　
既
存
水
路
に
直
接
設
置
す
る
ポ
ン

プ
ゲ

ト
形
２
台︵
φ
１
０
０
０
︶

ポ
ン
プ
井
に
設
置
す
る
定
置
形
２
台

︵
φ
１
２
０
０
︶
の
計
４
台
が
整
備

さ
れ
た

雨
水
排
水
能
力
は
４
台
合

計
で
毎
秒

・
７
立
方

を
誇
る


求
め
ら
れ
る
排
水
ス
ペ

ク
か
ら
設

置
す
る
ポ
ン
プ
機
種
や
設
置
方
式
を

検
討
し
た
が

全
て
を
定
置
形
と
す

る
に
は
用
地
制
約
に
よ
り
建
屋
面
積

を
十
分
確
保
す
る
の
が
困
難
だ


た

そ
こ
で
今
回

定
置
形
と
ポ
ン

プ
ゲ

ト
形
を
組
み
合
わ
せ
た
独
自

の
整
備
手
法
と
し
た


　
運
用
に
当
た

て
は

定
置
形
と

ポ
ン
プ
ゲ

ト
形
で
運
転
開
始
水
位

に
１

差
を
設
け
て
お
り

流
入
水

量
の
増
減
に
応
じ
て
自
動
で
ゲ

ト

を
閉
じ

定
置
形
と
ポ
ン
プ
ゲ

ト

形
を
順
次
稼
働
さ
せ
る


　
◇
全
速
全
水
位
ポ
ン
プ
を
導
入

　
雨
水
ポ
ン
プ
の
設
計
・
機
種
選
定

に
お
い
て
当
初

超
低
水
位
型
横
軸

水
中
ポ
ン
プ
を
標
準
仕
様
と
し
て
い

た
が

機
械
工
事
受
注
者
︵
石
垣
︶

か
ら
の
技
術
提
案
に
よ
り
同
等
技
術

と
し
て
全
速
全
水
位
型
横
軸
水
中
ポ

ン
プ
︵
製
品
名

フ
ラ

ド
バ
ス
タ


︶
の
導
入
を
承
諾
し
た

同
ポ
ン

プ
の
県
内
導
入
は
初
だ


　
フ
ラ

ド
バ
ス
タ

は

石
垣
が

開
発
し
た
全
速
全
水
位
型
横
軸
水
中

ポ
ン
プ

Ｊ
Ｓ
日
本
下
水
道
事
業
団

と
の
共
同
研
究
を
経
て

Ｊ
Ｓ
新
技

術
制
度
の
Ⅰ
類
に
も
選
定
さ
れ
て
い

る

国
内
で
は
延
べ

機
場
で
納
入

実
績
が
あ
る


　
萩
市
の
担
当
者
は
﹁
水
位
制
限
の

縛
り
が
な
く

水
位
変
動
に
も
自
在

に
追
従
す
る
点
が
目
を
見
張
る

イ

ン
バ

タ
省
略
に
よ
る
建
設
費
縮
減

効
果
や
運
用
面
で
の
安
定
性
な
ど
で

既
存
技
術
と
比
較
し
て
優
位
な
部
分

が
あ
る
の
で
は
﹂と
期
待
を
寄
せ
る


　
今
年
５
月
に
堀
内
雨
水
ポ
ン
プ
場

が
供
用
を
開
始
し
て
お
り

現
在
の

と
こ
ろ
市
内
で
ポ
ン
プ
稼
働
に
至
る

豪
雨
は
発
生
し
て
お
ら
ず

今
後
の

雨
季
シ

ズ
ン
に
備
え
る

﹁
堀
内

雨
水
ポ
ン
プ
場
の
排
水
区
域
は

世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
構
成
施
設
も

所
在
す
る
た
め

浸
水
対
策
は
懸
案

事
項
で
あ

た

堀
内
雨
水
ポ
ン
プ

場
の
稼
働
に
よ
り
観
光
資
源
の
保
全

や
観
光

市
民
の
安
全
安
心
確
保
に

つ
な
が
れ
ば
﹂
と
述
べ
る


　
◇
今
後
の
事
業
課
題

　
萩
市
の
浸
水
対
策
事
業
は
一
段
落

を
迎
え
た
が

今
後
の
正
念
場
は
汚

水
整
備
の

年
概
成
だ
と
い
う

市

担
当
者
は
﹁
平
成

年
の
市
町
村
合

併
に
よ
り

汚
水
処
理
区
は

と
な

り

こ
の
う
ち

処
理
区
が
集
落
排

水
事
業

施
設
の
老
朽
化
も
顕
在
化

す
る
一
方
で

未
普
及
地
域
の
整
備

メ
ニ


も
対
応
す
る
必
要
が
あ

る

全

施
設
の
ス
ト

ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
は
今
年
度
末
を
目
途
に

策
定
予
定
﹂
と
今
後
の
事
業
展
望
を

述
べ
た


　
ス
レ
ン
ダ
ホ

ル
工
業
会

︵
栗
本
三
行
会
長
︶
は

第


回
定
時
総
会
を
書
面
審
議

で
開
催

マ
ン
ホ

ル
関
連

の
新
設
・
耐
震
・
改
築
に
対

応
し
た
各
製
品
・
製
品
技
術

の
改
良
お
よ
び
自
治
体
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
向
け
た
Ｐ

Ｒ
活
動
に
注
力
す
る
内
容
を

盛
り
込
ん
だ
今
年
度
の
活
動

方
針
を
取
り
ま
と
め
た


　
同
工
業
会
で
は

新
設
市

場
向
け
の
ス
レ
ン
ダ
ハ
イ
ブ

リ

ド
ホ

ル

耐
震
市
場

向
け
の
プ
レ

ト
ロ

ク
工

法

バ
ン
ガ

ド
工
法

そ

の
他
ス
ネ

ク
イ
ン
バ

ト

な
ど
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
市
場
向

け
技
術
を
各
種
取
り
扱

て

い
る


　
昨
年
度
は
デ
モ
カ

を
活

用
し
７
県

市
町
村
を
訪
問

し
取
り
扱
い
製
品
・
技
術
の

Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
た
ま
た


取
り
扱
い
製
品
・
技
術
の
う

ち

マ
ン
ホ

ル
目
地
ず
れ

対
策
工
法
﹁
プ
レ

ト
ロ


ク
工
法
﹂
の
建
設
技
術
審
査

証
明
を
変
更
取
得
し

要
求

性
能
と
し
て
水
密
性
能
を
確

認
・
追
加
し
た


　
今
年
度
は

取
り
扱
い
技

術
の
う
ち

マ
ン
ホ

ル
浮

上
防
止
工
法
﹁
バ
ン
ガ

ド

工
法
﹂
に
つ
い
て
技
術
改
良

お
よ
び
建
設
技
術
審
査
証
明

の
取
得
内
容
の
修
正
お
よ
び

今
後
の
変
更
申
請
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く

ま
た

デ

モ
カ

を
活
用
し
た
製
品
・

技
術
Ｐ
Ｒ
活
動
も
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
く

工
業
会

ホ

ム
ペ

ジ
も
新
技
術
を

追
加
し
リ
ニ


ア
ル
す

る


　
会
員
動
向
で
は

４
月
１

日
付
で
中
大
実
業
︵
本
社


札
幌
市

中
島
正
貴
社
長
︶

が
入
会
し
た
ほ
か

準
会
員

の
大
仲
産
業
が
退
会
し
た


　
パ
ル
テ
ム
技
術
協
会
関
西

支
部
は
こ
の
ほ
ど

書
面
決

議
で
総
会
を
開
催

コ
ロ
ナ

禍
の
中

適
宜
工
法
説
明
会

等
を
開
催
し

Ｐ
Ｒ
に
努
め

る
内
容
の
今
年
度
事
業
計
画

案
を
決
め
た

役
員
再
選
で

は

新
支
部
長
に
鴻
池
組
の

岩
﨑
宏
保
氏
が
就
任
し
た


　
昨
年
度
は
宝
塚
市

西
宮

市

高
槻
市

神
戸
市

河

内
長
野
市

京
都
市
で
発
注

者
へ
の
工
法
説
明
会
を
行

い

取
り
扱
い
各
工
法
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
た


　
今
年
度
の
新
入
会
員
は


パ
ル
テ
ム
・
テ
ク
ニ
カ
ル
・

サ

ビ
ス
の
１
社


　
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
大
規
模
な
展
示
会
が
中

止
に
な
る
な
ど

Ｐ
Ｒ
機
会

減
少
の
一
方
で

各
地
域
で

発
注
者
へ
の
工
法
説
明
会
を

行
い

関
西
地
区
で
の
工
法

普
及
活
動
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
く
方
針


　
岩
﨑
新
支
部
長
は
﹁
社
会

全
体
で
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
推
進
さ
れ
て
い
る
中

で

管
更
生
の
需
要
も
拡
大

し
て
い
る

パ
ル
テ
ム
工
法

の
一
層
の
発
展
に
尽
力
し
て

い
き
た
い
﹂
と
意
気
込
み
を

語

た


　
日
本
下
水
道
新
技
術
機
構

︵
江
藤
隆
理
事
長
︶
は

７

月

日

都
内
の
同
機
構
会

議
室
で

﹁
審
査
証
明
委
員

会
︵
委
員
長

船
水
尚
行
室

蘭
工
業
大
学
理
事
・
副
学

長
︶﹂
の
第
１
回
会
合
を
開

催

民
間
企
業
か
ら
申
請
が

あ

た
新
規

件

変
更


件

更
新

件

継
続
３
件

の
審
議
を
開
始
し
た

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら

委
員

ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
取

り
入
れ
審
議
を
行

た


　
冒
頭

江
藤
隆
理
事
長
は

﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
対
策
と
適
正

な
技
術
審
査
の
両
立
を
図
る

こ
と
が
重
要

委
員
の
皆
さ

ま
が
厳
正
に
審
査
で
き
る
よ

う
努
め
た
い
﹂
と
述
べ

安

全
面
に
配
慮
し
な
が
ら
審
査

を
進
め
る
姿
勢
を
示
し
た


　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
た
も
の
の
例
年
同
等
数

の
申
請
が
あ
り

新
規
技
術

で
は

コ
ン
ク
リ

ト
防
食

技
術
や
管
き

更
生
・
修
繕

技
術

汚
泥
処
理
系
技
術
な

ど
が
出
揃

た


　
新
技
術
・
副
題
は
次
の
通

り

▽
濃
縮
余
剰
汚
泥
の
可

溶
化
反
応
装
置
︿
仮
称
﹀

︵
高
濃
度
オ
ゾ
ン
お
よ
び
特

殊
撹
拌
翼
に
よ
る
高
効
率
反

応
装
置
︶
▽
消
化
汚
泥
可
溶

化
装
置
︿
仮
称
﹀
▽
︿
仮

称
﹀
固
形
物
分
離
排
水
装
置

Ｅ
Ｍ
Ｕ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
︵
設
置
が

容
易
で
排
水
ポ
ン
プ
の
詰
ま

り
問
題
を
解
消
し
た
マ
ン
ホ


ル
ポ
ン
プ
︶
▽
Ｇ

Ｇ
Ｒ

Ｉ
Ｐ
工
法
︵
マ
ン
ホ

ル
鉄

蓋
円
形
交
換
工
法
︶
▽
ブ
イ

レ
イ
ズ
工
法
︵
管
き

更
生

工
法

形
成
工
法

︶
▽
Ｊ


Ｔ
Ｅ
Ｘ
工
法
︵
管
き

更

生
工
法

形
成
工
法

︶
▽

Ｓ
Ｐ
Ｒ

Ｓ
Ｅ
工
法
︿
高
強

度
タ
イ
プ
﹀
︵
管
き

更
生

工
法

自
立
管
製
管
工
法


︶
▽
新
ア
ル
フ

ラ
イ
ナ


工
法
︿
仮
称
﹀
︵
管
き


更
生
工
法

形
成
工
法

︶

▽
耐
硫
酸
コ
ン
ク
リ

ト

︿
仮
称
﹀
︵
下
水
道
施
設
の

躯
体
や
補
修
用
の
耐
硫
酸
コ

ン
ク
リ

ト
︶
▽
エ
コ
ロ
ガ


ド
工
法
︵
コ
ン
ク
リ

ト

の
防
食
被
覆
工
法

塗
布
型

ラ
イ
ニ
ン
グ
工
法

︶

　
遠
心
成
形
ボ

ク
ス
カ
ル

バ

ト
︵
Ｃ
Ｓ
Ｂ
︶
の
研
究

開
発
・
普
及
団
体
で
あ
る
全

国
Ｃ
Ｓ
Ｂ
工
業
会
は
こ
の
ほ

ど

第

回
定
時
総
会
を
書

面
審
議
で
開
催

新
製
品
の

開
発
権
等
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
今
年
度
事
業
計
画
案
を
承

認
し
た


　
Ｃ
Ｓ
Ｂ
の
昨
年
度
出
荷
実

績
は
前
年
度
並
み
で
推
移


活
動
面
で
は

高
強
度
・
適

用
土
被
り
拡
大
製
品
で
あ
る

﹁
高
圧
Ｃ
Ｓ
Ｂ
﹂
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
の
新
技
術
情
報

提
供
シ
ス
テ
ム
︵
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ

Ｓ
︶
に
登
録
し
た


　
今
年
度
は
大
型
Ｃ
Ｓ
Ｂ
取

付
管
の
検
討
を
行
う

こ
の

ほ
か

ウ

ブ
サ
イ
ト
﹁
ヒ



ム
管
ナ
ビ
﹂
の
バ

ジ


ン
ア

プ
に
よ
り
内
容
の

充
実
を
図
る


　
全
国
パ
ラ
ボ
ラ
工
法
協
会

︵
児
玉
利
治
会
長
︶
は
令
和

２
年
度
通
常
総
会
を
書
面
審

議
で
開
催

マ
ン
ホ

ル
鉄

蓋
の
更
新
需
要
が
拡
大
す
る

と
見
込
ま
れ
る
中

マ
ン
ホ


ル
鉄
蓋
の
点
検
調
査
・
診

断
・
更
新
を
一
気
通
貫
で
手

が
け
る
専
門
技
術
者
集
団
と

し
て

パ
ラ
ボ
ラ
工
法
の
実

績
拡
大
お
よ
び
鉄
蓋
診
断
士

の
着
実
な
浸
透
へ
普
及
啓
発

活
動
等
に
注
力
す
る
方
針
を

掲
げ
た
今
年
度
事
業
計
画
案

を
承
認
し
た


　
令
和
元
年
度
の
新
規
入
会

は
丸
勘
建
設

東
日
工
業


智
咲
総
業

庄
内
環
境
衛
生

事
業

理
水

新
和
コ
ン
ク

リ

ト
工
業
会
津
営
業
所


虹
技

秋
葉
建
設
工
業


　
今
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
で

先
行
き
が
不
透
明
と
し
つ
つ

も

鉄
蓋
診
断
士
講
習
会
の

開
催

自
治
体
・
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
向
け
の
普
及
啓
発
活

動
な
ど
を
例
年
通
り
企
画


北
海
道
・
東
京
都
・
東
北
に

続
く
新
支
部
の
設
立
準
備
も

進
め
る


　
テ
レ
ネ

ト
︵
本
社

飯

田
市

青
山
貴
子
社
長
︶
の

業
務
用
無
線
機
﹁
ハ
ザ

ド

ト

ク
﹂︵
写
真
︶
が

上

下
水
道
事
業
体
で
の
導
入
実

績
を
増
や
し
つ
つ
あ
る

Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
４
Ｇ
・
Ｌ
Ｔ

Ｅ
／
３
Ｇ
と
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
を

併
用
し

建
物
内
や
地
下
で

も
高
い
通
信
性
を
確
保
す

る

ド
コ
モ
回
線
で
は
ビ
ジ

ネ
ス
向
け
の
専
用
デ

タ
帯

域
を
利
用
す
る
こ
と
で

災

害
時
等
の
通
話
規
制
を
回

避

非
常
時
に
備
え
る
多
彩

な
機
能
も
搭
載
す
る


　
ハ
ザ

ド
ト

ク
で
の
通

話
は

音
声
を
パ
ケ

ト

︵
分
割
さ
れ
た
デ

タ
︶
に

変
換
し
て
送
信
し

受
信
後

に
音
声
に
戻

す
形
で
行
わ

れ
る

ド
コ

モ
の
デ

タ

回
線
に
は


コ
ン
シ



マ
向
け
で
は

な
く
ビ
ジ
ネ
ス
向
け
の
帯
域

を
使
用
す
る

大
規
模
災
害

時
に
は
音
声
通
話
帯
域
に
発

信
規
制
が
か
か
り

一
般
利

用
者
に
よ
る
デ

タ
帯
域
の

混
雑
が
見
込
ま
れ
る
が

こ

れ
ら
を
避
け
た
安
定
し
た
通

信
が
期
待
で
き
る


　
ま
た

Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ

ブ
ル

を
地
下
に
引
き
込
ん
で
ア
ク

セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
る
こ

と
で

処
理
場
の
地
下
施
設

な
ど
で
も
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
経
由

で
通
話
が
可
能

作
業
効
率

の
向
上
を
見
込
め
る


　
端
末
は
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ

Ｏ
Ｓ
を
搭
載
し

ス
マ

ト

フ

ン
感
覚
で
操
作
で
き

る

災
害
時
の
使
用
を
前
提

と
し
た
多
彩
な
機
能
も
特
徴

で

通
話
の
自
動
録
音
や
Ｇ

Ｐ
Ｓ
位
置
情
報
の
表
示
が
可

能
な
ほ
か

一
般
向
け
よ
り

も
早
い
﹁
高
度
利
用
者
向
け

緊
急
地
震
速
報
﹂
も
利
用
で

き
る


　
ハ
ザ

ド
ト

ク
同
士
の

通
話
は
無
料
で

グ
ル

プ

通
話
写
真
・
動
画
の
共
有


安
否
確
認
な
ど
の
シ
ス
テ
ム

も
備
え
る

イ
ン
タ

ネ


ト
接
続
や
通
常
の
外
線
発
信

も
可
能
と
な

て
い
る


　
テ
レ
ネ

ト
は
情
報
通
信

を
活
用
し
た
防
災
製
品
・
サ


ビ
ス
を
手
掛
け
て
お
り


ハ
ザ

ド
ト

ク
の
ほ
か


緊
急
地
震
速
報
受
信
機
や
防

災
無
線
の
イ
ン
タ

ネ

ト

配
信
サ

ビ
ス
な
ど
を
提
供

し
て
い
る


　
Ｓ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｇ
工
法
用

管
更
生
材
は

日
に
湘
南
合

成
樹
脂
製
作
所
茨
城
柿
岡
工

場︵
石
岡
市
︶で

イ
ン
シ
チ


フ


ム
工
法
用
管
更
生

材
は

日
に
日
鉄
Ｐ
＆
Ｅ
松

伏
工
場︵
埼
玉
県
松
伏
町
︶で

そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た

Ｓ
Ｇ

Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｇ
工
法
用
管
更
生

材
は
φ
１
５
０

７
０
０


イ
ン
シ
チ

フ


ム
工
法

用
管
更
生
材
︵
ガ
ラ
ス
強
化

タ
イ
プ

Ｉ
Ｎ
Ｓ

Ｇ
Ｌ
︶

は
φ
１
５
０

８
０
０
が
対

象

試
験
で
は
▽
外
観
・
形

状
・
寸
法
▽
引
張
▽
水
密
性

▽
圧
縮
▽
外
圧
▽
偏
平
▽
曲

げ
▽
耐
薬
品
性


な
ど
に

つ
い
て

委
員
立
会
い
の
下

で
規
格
値
を
満
た
す
か
確
認

し
た

一
部
の
試
験
は

事

前
立
会
い
試
験
お
よ
び
審
査

証
明
報
告
書
の
試
験
結
果
確

認
に
よ
り
代
用
し
た


　
な
お
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら

委
員
・
事

務
局
は
少
人
数
か
つ
近
隣
県

の
み
の
参
加
と
し
た


　
現
場
硬
化
型
管
更
生
材
に

つ
い
て
は

平
成

年
に

﹁
現
場
硬
化
型
繊
維
強
化
プ

ラ
ス
チ

ク
製
管
更
生
材
﹂

と
し
て
Ⅱ
類
に
指
定
さ
れ


現
在
ま
で
に
５
資
器
材
︵
シ


ム
レ
ス
シ
ス
テ
ム
・
ア
ル

フ

ラ
イ
ナ

・
オ

ル
ラ

イ
ナ

・
Ｆ
Ｆ
Ｔ

Ｓ
・
パ

ル
テ
ム
Ｓ
Ｚ
工
法
用
管
更
生

材
︶
が
登
録
さ
れ
て
い
る


　
今
回

確
認
し
た
２
資
器

材
に
つ
い
て
は
委
員
会
審
議

等
を
経
て
Ⅱ
類
登
録
さ
れ
る

と
と
も
に

工
場
基
本
調
査

と
し
て
品
質
管
理
体
制
等
の

確
認
を
行

た
後

各
製
造

工
場
が
認
定
工
場
に
認
定
さ

れ
る
運
び
と
な
る


　
安
藤
ハ
ザ
マ
︵
福
富
正
人

社
長
︶
は

２
０
２
２
年
春

に
本
社
を
移
転
す
る

移
転

先
は

東
京
都
港
区
東
新
橋

１
丁
目
９

１
東
京
汐
留
ビ

ル
デ

ン
グ

現
在

本
社

が
入
居
す
る
ビ
ル
の
建
て
替

え
に
伴
う
も
の



